
１
時
間
を
超
え
る
交
渉
の

に
「
ゆ
た
か
な
高
校
教
育
を

高
齢
期
雇
用
の

リ
ッ
ト
廃
止
の
勧
告
は
す

後
、
長
崎
駅
前
で
宣
伝
行
動

求
め
る
」
署
名･

チ
ラ
シ
配

策
定
に
つ
い
て
、

べ
き
で
は
な
い
。

に
と
り
く
み
通
行
中
の
市
民

布
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

定
年
延
長
に
よ

る
「
雇
用
と
年

二
・
２
０
１
３
年
度
以
降

金
の
接
続
」
を

の
定
年
退
職
者
の
雇
用
問

原
則
に
制
度
設

題
に
対
応
で
き
る
制
度
を

<

福
岡
、
大
分
、
佐
賀
、
熊

た
が
、
そ
の
他
は
、
知
事
部

計
を
行
う
こ
と

早
急
に
策
定
す
べ
き
だ
。

本
、
鹿
児
島>

局
の
雇
用
担
当
、
県
教
委
が

国
は

年
度
の
退
職
者
に

13

各
県
の
交
渉
参
加
者
は
、

き
ち
ん
と
対
応
し
、
子
ど
も

人
事
委
員
会:

国

対
し
て
は
再
任
用
で
の
対

福
岡
（

人
）
、
大
分
（
８

の
修
学
保
障
、
進
路
保
障
問

の
動
向
を
見
守

応
と
決
定
し
て
い
る
。
ま

13

人
）
、
佐
賀
（
８
人
）、
大
分

題
で
有
意
義
な
話
が
出
来
ま

る

た
、

年
度
の
再
任
用
の

13

（
８
人
）
、
鹿
児
島
（
８
人
）
。

し
た
。
特
に
、
貸
与
奨
学
金

運
用
状
況
を
見
て
、
定
年

各
県
と
も
教
職
員
の
会
を
中

の
返
還
猶
予･

減
免
制
度
（
佐

こ
の
回
答
を
受

の
引
き
上
げ
も
含
め
て
再

心
に
県
労
連
、
新
婦
人
が
積

賀
、
大
分
、
鹿
児
島
）
、
学

け
て
公
務
共
闘

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
言

極
的
に
参
加
し
、
こ
の
と
り

校
納
付
金
の
見
直
し
（
大
分
）

は
、

っ
て
い
る
が
、
国
の
動
向

教
組
共
闘
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

期
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

く
み
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

等
の
情
報
が
得
ら
れ
た
こ
と

一
・
賃
金
に
つ

を
見
守
っ
て
い
る
だ
け
で

（
日
高
教
加
盟
の
長
崎
高
教

す
。
今
年
度
は
、
９
月

日

し
た
。
熊
本
は
議
会
開
催
中

は
、
今
後
、
長
崎
で
の
県
教

い
て
、
国
が
査

は
新
採
用
の
問
題
も
含
め

11

組
、
佐
賀
高
教
組
の
他
、
九

（
火
）
長
崎
を
ス
タ
ー
ト
に
、

の
た
め
、
県
と
の
交
渉
は
出

委
に
対
す
る
要
請
・
交
渉
に

定
昇
給
を
実
施

て
公
務
員
全
体
の
雇
用
の

州
各
県
の
義
務
制
、
高
校
の

福
岡
（

日
午
後
）
、
大
分
、

来
ず
、
ア
ー
ケ
ー
ド
で
の
宣

勇
気
を
与
え
る
も
の
に
な
り

し
て
い
る
中
で

問
題
と
な
る
。
早
め
に
制

11

教
職
員
で
つ
く
る
「
教
職
員

佐
賀
（

日
）、
熊
本
、
鹿
児

<
長
崎>

伝
行
動
の
み
に
終
わ
り
ま
し

ま
し
た
。

の
昇
給
制
度
の

度
策
定
の
検
討
に
入
る
べ

12

の
会
」
で
構
成
）
は
、
「
子

島
（

日
）、
宮
崎
（

日
）

長
崎
で
は
、
通
し
の
参
加

超
過
勤
務
縮
減
の
実
効
あ
る

改
正
と
査
定
昇
給
が
実
施
さ

き
だ
。

13

14

ど
も
の
貧
困
解
消
、
高
校
生

と
４
日
間
を
か
け
て
九
州
全

者
に
加
え
て
、
長
崎
高
教
組

対
策
を
盛
り
込
む
こ
と

れ
て
い
な
い
地
方
公
務
員
の

･

青
年
の
就
修
学
・
進
路
の

県
を
訪
問
し
ま
し
た
。
日
高

執
行
委
員
（
馬
場
書
記
長
、

昇
給
制
度
の
改
正
で
は
、
意

三
・
超
勤
縮
減
は
ま
っ
た

保
障
を
求
め
る
要
請
」
九
州

教
加
門
委
員
長
、
佐
賀
高
教

今
泉
執
行
委
員
）
、
県
労
連

人
事
委
員
会:

例
年
、
報
告

味
合
い
が
全
く
違
う
。

歳

な
し
だ
。
実
効
あ
る
具
体

55

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し

組
坂
本
委
員
長
が
４
日
間
通

飯
田
副
議
長
及
び
柿
森
事
務

の
中
で
言
及
し
て
き
て
い

以
上
の
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど

的
な
超
勤
縮
減
策
を
勧
告

た
。

し
て
参
加
、
長
崎
高
教
組
大

局
次
長
、
私
教
連
志
岐
副
委

る
。

が
昇
級
停
止
と
な
る
制
度

す
べ
き
だ
と
再
度
要
請

こ
の
と
り
く
み
は
、
今
年

場
委
員
長
は

日
午
後
の
鹿

員
長
の
計
８
名
が
参
加
。
県

長
崎
県
公
務
共
闘
（
長
崎

国
家
公
務
員
の
「
給
与
臨
時

だ
。
今
年
度
の
勧
告
は
、
人

し
、
人
事
委
員
会
の
「
要

13

度
で
３
回
目
に
な
り
ま
す

児
島
ま
で
３
日
間
参
加
し
ま

側
は
県
教
委
参
事
な
ど
９
人

高
教
組
、
長
崎
自
治
労
連
、

特
例
法
」
を
廃
止
す
る
よ
う

夏
季
休
暇
の
拡
大
、
学
校
行

事
院
に
準
ず
る
べ
き
で
は
な

請
は
人
事
委
員
に
伝
え

が
、
毎
年
、
９
月
の
高
校
生

し
た
。
各
県
で
の
交
渉
の
状

が
対
応
し
ま
し
た
。
交
渉
の

長
崎
県
国
公
）
は
、
８
月
に

政
府
に
求
め
る
こ
と

事
等
へ
の
参
加
の
た
め
の
休

い
。
ま
た
、
実
質
的
に
高
齢

る
」
の
明
言
を
確
認
し
て

の
就
職
試
験
の
ス
タ
ー
ト
時

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
で
は
、
授
業
料
未
徴
収
の

提
出
し
た
要
求
書
に
基
づ

暇
制
度
の
新
設
す
る
こ
と

者
の
給
与
を
抑
え
る
昇
格
メ

交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

堅
持
、
私
学
助
成
の
維
持
な

き
、
９
月

日
、
長
崎
県
人

人
事
委
員
会:

人
事
委
員
会

21

ど
を
確
認
し
た
上
で
、
給
付

事
委
員
会
と
の
交
渉
を
行
い

は
そ
の
立
場
に
は
な
い
。

人
事
委
員
会:

夏
季
休
暇
は

制
奨
学
金
の
創
設
や
国
の

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
高
教

民
間
の
調
査
結
果
を
見
守

「
高
校
生
修
学
支
援
金
」
の

組
２
人
（
大
場
委
員
長
、
馬

中
高
年
の
給
与
抑
制
廃
止
、

る
。

活
用
に
よ
る
奨
学
金
返
還
猶

場
書
記
長
）
、
長
崎
自
治
労

給
料
表
の
号
給
足
の
ば
し
等

予
・
減
免
制
度
の
創
設
に
つ

連
、
長
崎
県
国
公
の
計
４
人
。

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

非
常
勤
職
員
の
賃
金
及
び
労

い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
委
員
会
は
事
務
局
長
以

働
条
件
の
改
善
を
図
る
こ
と

こ
れ
に
対
し
て
県
は
「
奨
学

下
４
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

人
事
委
員
会:

中
高
年
の
給

金
の
返
還
猶
予
・
減
免
制
度

人
事
委
員
会
の
回
答
の
概
要

与
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も

人
事
委
員
会:

非
常
勤
職
員

に
つ
い
て
は
、
返
還
さ
れ
る

は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
に
準
拠
し
て
き
た
。
号
給

の
労
働
条
件
等
の
改
正
は
任

金
額
が
奨
学
金
の
原
資
と
な

の
足
の
ば
し
は
困
難
。

命
権
者
の
管
轄
で
あ
り
、
人

っ
て
い
る
」
と
回
答
し
、
奨

職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う

事
委
員
会
の
権
限
外

学
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

な
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

教
員
の
勤
務
実
態
に
応
じ
た

消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
ま
し

･

充
実
を
図
る
勧
告
を
行
う

給
与
水
準
を
確
保
す
る
こ
と

公
務
労
働
者
の
労
働
基
本
権

た
。
ま
た
、
高
校
生
の
就
職

こ
と

の
回
復
を
国
に
積
極
的
に
働

支
援
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ブ
サ

人
事
委
員
会:

人
確
法
の
動

き
か
け
る
こ
と

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
継

人
事
委
員
会:

民
間
の
実
態

き
を
注
視
し
な
が
ら
、
他
県

続
の
要
請
に
関
し
て
は
、｢

終

を
正
確
に
把
握
し
て
適
切
に

と
の
連
携
を
密
に
し
て
適
切

人
事
委
員
会:

そ
の
立
場
に

◆
手
前
が
公
務
共
闘
参
加
者

期
は
設
定
し
て
い
な
い｣

と

対
応
す
る
。

に
判
断
す
る
。

は
な
い
。コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

向
こ
う
側
左
端(

女
性)

が

継
続
を
明
言
し
ま
し
た
。

人
事
委
員
会
事
務
局
長

▲佐賀県当局に要請書を渡す坂本佐賀高教組委員長（右）

▲佐賀市内での街頭宣伝活動

長崎高教組・私教連第60次教育研究集会

11月22日(木)･23日(金) 諫早市髙城会館

22日：藤波心さん（高校生タレント）を
迎えてのトークイベント

23日：教科別分科会
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教
組
共
闘
「
高
校
生
の
修
学
と
進
路
の
補
償
を
求
め
る
」
九
州
キ
ャ
ラ
バ
ン

九
州
全
県
で
知
事
部
局
・
教
育
委
員
会
と
協
議

高
校
新
卒
者
の
就
職
保
障

教
育
費
無
償
化
に
つ
い
て
要
求

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

継
続
配
置
を
明
言

佐
賀
、
大
分
、
鹿
児
島
県
は

奨
学
金
返
還
の
猶
予
・減
免
制
度
を
実
施

長
崎
県
公
務
共
闘
人
事
委
員
会
交
渉

職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
な

改
善
勧
告
を
行
う
べ
き
だ
！



職
員
の
身
分
を
不
安
定
に

９
月

日
、
文
科
省
は
、

退
職
が
公
立
（
小
学
校)

１

し
、
教
員
の
資
質
向
上
に
ほ

11

長
崎
県
労
連
は
、
９
月

絶
の
運
動
の
強
化｣

の
３
点
を

場
書
記
長
が
副
議
長
に
、
大

教
員
免
許
更
新
制
の
第
２
グ

人
、
私
立
１
人
と
な
っ
て
い

と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
教

23

日
、
諌
早
市
の｢

た
ら
み
会

運
動
の
基
本
方
針
と
す
る
運

場
委
員
長
が
幹
事
に
再
選
さ

ル
ー
プ
の
更
新
講
習
修
了
確

ま
す
。
全
国
的
に
は
失
効
し

員
免
許
更
新
制
は
廃
止
し
か

館｣

で
第

回
定
期
大
会
を

動
方
針
、
２
０
１
２
年
度
決

れ
ま
し
た
。

認
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
結

た
人
の
う
ち

人
が
公
立

あ
り
ま
せ
ん
。

25

47

開
催
し
ま
し
た
。

算
報
告
（
２
０
１
１
年

月

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

で
、
そ
の
都
道
府
県
別
の
内

そ
の
た
め
に
、
制
度
の
実

10

大
会
に
は
県
労
連
に
加
盟

～
２
０
１
２
年
９
月
）、
及
び

そ
れ
に
よ
る
と
、
対
象
に

訳
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

態
を
広
く
明
ら
か
に
し
、｢

教

す
る

労
組
か
ら

人
の
代

２
０
１
３
年
度
予
算
（
２
０

な
っ
て
い
た
国
公
立
及
び
私

日
高
教
に
寄
せ
ら
れ
た
情

員
免
許
更
新
制
は
い
ら
な

10

68

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
高

１
２
年

月
～
２
０
１
３
年

立
学
校
の
現
職
教
員
、
９
１

報
で
は
、
大
阪
の
４
人
、
愛

い｣

と
い
う
世
論
を
高
め
て

10

教
組
か
ら
は
森
副
委
員
長
、

９
月
）
、
組
織
拡
大
中
長
期
計

４
７
５
人
の
う
ち
、
修
了
確

知
・
埼
玉
の
各
３
人
は
い
ず

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
野
長
崎
支
部
長
、
松
尾
佐

画
改
訂
、
規
約
等
の
改
正
の

認
が
さ
れ
な
か
っ
た
人
が
６

れ
も
非
常
勤
講
師
だ
と
い
う

世
保
支
部
長
、
鍛
治
諫
早
支

４
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

７
５
人
で
、
そ
の
う
ち
５
５

こ
と
で
す
。

部
書
記
長
、
中
嶋
大
村
支
部

し
た
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の

８
人
は
確
認
期
限
以
前
に
退

現
時
点
で
は
、
今
回
の
グ

長
の
５
人
が
代
議
員
と
し

議
案
に
つ
い
て
参
加
代
議
員

職
し
、
免
許
失
効
と
な
っ
た

ル
ー
プ
で
失
職
し
た
事
例
は

て
、
馬
場
書
記
長
が
県
労
連

の
真
剣
な
討
論
が
行
わ
れ
、

の
は
１
１
７
人
と
な
っ
て
い

把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

役
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数

ま
す
。

第
１
グ
ル
ー
プ
で
は
大
阪
な

た
。

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
で
は
失
効
し
た
人

ど
で
失
職
の
事
例
が
明
ら
か

大
会
で
は
、
「
安
全
・
安

ま
た
、
大
会
で
は
、
新
年

は
お
ら
ず
、
確
認
期
限
前
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

心
社
会
を
め
ざ
す
大
運
動｣

度
の
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

「
１
万
人
の
県
労
連
を
め
ざ

塩
塚
議
長(

県
国
公)

・
鳥
巣

９
月

日
、
長
崎
県
母
親

大
会
の
後
半
は
、
お
お
さ

マ
を
暴
い
た
う
え
で
、

30

す
組
織
拡
大
」｢

憲
法
擁
護
、
事
務
局
長(

自
治
労
連)

が
再

大
会
が
長
崎
大
学
中
部
講
堂

か
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク

米
軍
基
地
撤
去
、
核
兵
器
廃

選
さ
れ
、
高
教
組
か
ら
は
馬

で
開
催
さ
れ
、
県
下
各
地
か

の
藤
永
延
代
さ
ん
を
講
師
に

な
ど
で
の
脱
原
発
の
豊

ら
約
３
０
０
人
の
参
加
が

迎
え
て
の
記
念
講
演
で
し

富
な
事
例
を
示
し
て
の

あ
り
ま
し
た
。
高
教
組
か

た
。

「

世
紀
は
自
然
エ
ネ

21

ら
は
、
女
性
部
を
中
心
に

原
発
推
進
派
の
様
々
な
デ

ル
ギ
ー
の
時
代｣

と
い
う

５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

解
説
は
、
多
く
の
参
加

大
会
の
前
半
は
、
大
会

者
の
共
感
を
よ
び
ま
し

実
行
委
員
会
に
参
加
す
る

た
。

各
団
体
の
活
動
紹
介
が
ス

ま
た
、
橋
本
大
阪
市

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し

長
に

億
円
の
損
害
賠

96

た
。

償
償
を
求
め
る
訴
訟
の

日
中
友
好
協
会
は
太
極

原
告
で
も
あ
る
藤
永
さ

拳
を
披
露
。
静
か
な
が
ら

ん
の
痛
烈
な
橋
本
府･

市

も
力
の
こ
も
っ
た
演
技
で

政
批
判
に
、
参
加
者
は

参
加
者
を
魅
了
し
ま
し

大
き
な
喝
采
を
あ
げ
ま

た
。

し
た
。

ま
た
、
自
治
労
連
女
性

大
会
は
、
最
後
に｢

命

部
の
寸
劇
、
新
婦
人
や
民

を
守
る
社
会
を
求
め
る

商
婦
人
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ

共
同
と
連
帯
の
輪
を
強

ン
ス
な
ど
が
会
場
を
沸
か

め
て
い
き
ま
し
ょ
う｣

と

せ
、
華
や
か
で
賑
や
か
な

よ
び
か
け
る
大
会
ア
ピ

活
動
交
流
と
な
り
ま
し

ー
ル
を
採
択
し
て
、
幕

た
。

を
閉
じ
ま
し
た
。

長
崎
県
労
連
第

回
定
期
大
会
開
催

運
動
方
針
決
定
！

25

｢
安
全
安
心
社
会
の
実
現
、
１
万
人

の
県
労
連
、
憲
法
擁
護
・
核
兵
器
廃
絶｣

長崎県労連第25回定期大会

討
論
に
参
加
す
る

森
副
委
員
長

長崎県母親大会開催！

｢21世紀は自然エネルギーの時代｣
～藤永延代さん記念講演～

日
中
友
好
協
会
の

皆
さ
ん
の
太
極
拳
の
演
技

新婦人の皆さんのパフォーマンス

教
員
免
許
更
新
第
２
グ
ル
ー
プ
の
修
了
確
認
状
況

免
許
失
効

公
立
で
は

全
国
で

人

長
崎
は
無
し

47

免
許
更
新
制
は

廃
止
し
か
な
い

○免許失効 公立47人
12人 東京
7人 兵庫
5人 滋賀
4人 大阪・鹿児島
3人 埼玉・愛知・福岡
2人 奈良
1人 青森・茨城・広島・鳥取

文科省:2012年9月11日

教員免許更新制の第２グループの

更新講習修了確認状況

(2) 第1527号 2012年10月1日(月) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


